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rボ ヴ ァ リー一夫 人 』のChronologieの問 題




ここ数年,筆 者(玉 井)は フ ロベールの く時間〉を,特 に作 品 に お け る
chronologieの面か ら考察 してい る。すでに発表 の拙論(同 誌54号,56号)
で,基 礎 資料 として重要 と思われ る仏語論 文を添付 してお い た が,今 回 は
JacquesSEEBACHERの論文を訳出 して お く。 数少 ないこの種 の研究 で
は,rボ ヴァ リー夫人』 の貴重 な く解読書〉 の側面を持 ち,ま た斬 新 な 研究
方法 を提示 している点で,高 く評価 で きる。使用 の 底本は,『 フ ロベール に
於け る意味 の創造』(10/18叢書,995)に収録 され た文章 であ るが,そ もそ
コ ロ ツ ク
もはCerisy-1a-Salleの討議会(1974年6月21-28日)で口頭発表 され た も
ので ある。前述 のふたつの翻訳論文が,や は りSEEBACHERを 中心 とし
た 「ロマ ン主義研究会」の研 修 く1972-73年)から生 まれた威果であ ってみ
れぽ,今 回 の論文はいわばその共 同研究 の集大成 とも呼べ る。
あ るv6tilleuseな『覚書』(1910年)が発 端 となった 『ボ ヴァ リー夫人』
のchronologieの研究は,ひ とつ の方法論的 な結論を得たかの よ うに見 え
る。 『覚書』 に いち早 く反応 したBOVETの 先駆的 な論 文が 「10箇所」の
時間的矛盾 を指摘 して,そ こに フ ロベール の レア リスムの正体 を看破 しよ う
としたが,物 語 の時間構成 の ヨジ レか ら,因 果律 としての作者 の個人史や,
作品 の社 会史 ・文学史 を解読 しよ うとす る方法 も,こ の方 向か ら逸れ る もの
では ない。前者 は く性質〉 と呼 び,後 者は く意 味〉 と呼 んで,い ず れ もテス
ひず
ク トの整合性を前提 に,時 間 の歪みをなん らか の解釈 の括弧 くくることに よ
って,〈伝記〉 を作成 しよ うとす るか らであ る。
確 かに,『ボヴ ァリー夫人』(フ ロベ ールの他 の小説において も)は,読 み
手 が作品 のズ レを時間処理 しなが ら読み進 めなければ な らない。 しか も,そ
れ でなお部分的 な疑問を残 した として も,さ らにはそ の疑問に気 づかず,ま
た間違 って読 んだ として も,作 品を不 当に 曲解 した こ とにはな らない。 なん
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とも不思議 な時間が物語 の表層を裏切 って仕組 まれ てい る。 しか し,そ れ ら
の時間の歪みを作品 の内部で辻接合 わせ して,そ こに く意味〉 を読 み取 った
ところで;個 として の作品の解釈に しか 止まらない。 フ ロベ ールが 自ら 「ひ
とつの修 正 も,ひ とつの削除 も,句 点 をひ とつ減 らす こ とも,何 も,何 も」
(『書簡』1856年12月1-15日)拒否 した作品 のchronologieをあ るがまま
に,そ の く存在〉 を考察す るべ きではなか ろ うか。 フロベールの小説 は 『ボ
ヴァ リ'一夫入』だけ ではない。 あの途 轍 もな く捉 えがた い絶筆 『ブ ヴァール
とペ キ ュシェ』 に至 る創作 の環 があって,そ の始点 に据 えて展望す る場 合,
『ボ ヴァ リー夫人』 はそれだけ で 自己完結 した く時間〉を持つ とは考 え られ
ない。 フ ロベールが生存 し,そ の作品が 持続 す る。 〈時間〉は フ ロベ ールに
も所 属 し,作 品に も帰属す る。そんな くフ ロベ ール の時間〉を考察 すべ きで
はなか ろ うか。
いずれにせ よ,今 後,フ ロベ ー ル の 再評価(勿 論 このSEEBACHER
ばか りかnouveauromanの側か らも)の 再評価に 別 途 の方法 が示唆 され
た訳 で,〈 どこで,ど の ように,芸 術が 巣作 りし,小 説 が時 を区切 るのか〉
見極 めてお く必要 があ る。
『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 に於 け る数字 、 日付 、
表 記 、碑 文
シ ャ ッ ク ・七 八 シ ェ
……内務大臣寄 贈の 『聖家族』 の複 製)… …
度重 なる共 同研 究 の試行錯誤を,こ こに想起 して,要 約 す る。 その うち,
1973年2月3目,「ロマ ン主義 研究学 会」 の研 修 で 討議 された事項 は,す で
に ロジ ゴ ・ピス ミュに よって批評 され,検 証 され,「 フ ロベ ール 友 の会」誌
(1973年5月,42号)に発 表済 みだ2)。
クロ ノロ ジエ
爾後,『ボ ヴァ リー夫人』 の プロッ トの年 表 は,考 え られ てきた以上に精
確 に読 まれ うるもの と思 われ る。時間に関す る無意識 の書 き違い,日 付 の歪
み,暖 昧 さを包囲 し,解 釈 に付託 して,年 表 は砲兵射撃演 習の場 として,意
味に投 じた賭 として,作 品の消費 として,そ れ らを読み幅に転化 させ る。年
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表か ら判 明した もっ とも驚 くべ き結果,そ れ はエ ンマが カ ロ リー ヌ'フ ロベ
ールの死亡 日,1846年3月23日に服毒 自殺 した とい う事 実 だ。 作者 とそれ
に,文 学史 を宿帳調 べの警察 当局3)のよ うに 見倣 した マ=ア 以外は,誰 も作
あ しあと
品 申に読 み得 ない記号。足跡 をつけ られ る ことはあ るまい と確信 しなが ら,
作者 が 自分 自身 のために 印 した 記号。 フ ロベールが身 元割出 しの係争 に 向背
半ぽ賭け た足跡。正にそ こには,彼 自身 と彼 の読者 の間で,1856年当時 の読
者 と後に続 く我 々すべ ての間で,か なわぬ情 欲 の燃焼 と砒 素 の服毒 の間で,
私的 な意味 の完成 の可能性が磨かれ,削 られ してい る。そ ζで,こ の敬虚 で
おのの
背徳 的 な賞賛に怖 きなが ら,こ の 自虐的な落 書に身 を隠 しなが ら,ど こで,
どの よ うに,芸 術が巣 作 りし,小 説が時を区切 るのか,見 てみ よ うではない
か。r嬉 し くて,放 浪 の』4)のヴェル レー ヌの よ うに,<汝 はわが人生を 見た
り〉 とは公言 で きないので,フ ロベ ールは くボヴ ァリー夫人,そ れ は私だ〉
の間隙 に,別 の種類 の献辞 を潜 ませ る。つ ま り,主 体 の決定的 な消滅を前提
とす る く汝 はわ が表 記を 見た り〉 を。
実際 の ところ,年 表は,小 説 の冒頭 のNous(=私 た ち)が ギ ュスター ヴ
の実在 の一 伝記的 とい う意味で一 「私」 を含み得 ない こ とを立証 す る。
いか なる仮説 に しろ,あ の授業風景,「 学校 」の場面 は1828年と1830年の間
に漂 ってい る。す る と,我 らが少年 が第2学 年 に いる はずは ない5)。ところ
で,帝 政 時代 の ポー ラ ン ドの筒形軍 帽の嘲 りで あ る,馬 鹿 でかい,男 根像
の,新 米 っぽ い帽子 と共 に,こ の とき登場 す る人物,期 待 され ない人物,こ
れが シ ャルルで,ロ ジェ ・ビス ミュの計 算に よると,彼 は アシル ・フ ロベー
ル と固い年で あ る。父 ではな く,兄 のア シル。小説の冒頭 と結末 のひ とつ,
シ ャルル とエ ンマを要せ てみ る が よ い。 そ うすれ ば,ふ た りのかなわぬ存
在,ア シル とカ ロ リーヌを交情 させ ることがで きよ う。 兄 と妹 の寓意 的な結
婚に よって,創 作者 は姿を隠 して しま う。 ギ ュス ター ヴは退場。別 の兄 が登
場 。 とい うの も,エ ンマが フ ロベ ールのかの妹で,エ ンマに兄がひ と りい る
とすれば,作 者 こそがそ の兄 とい うこ とにな るか らだ。 しか し,こ の兄は何
も しないで,死 んで しま う6)。シ ャルル とエ ンマの結婚 の とき,彼 は30歳に
なっていたはずだ。 「7月」が 新 憲章 と 同時 に ゴール の牡 鶏 の意 味を生みだ
す と信 じた時点で?),世紀 としての30歳。 この人物は年齢 はギ ュス ター ヴで
は な く,ロ ドルフ と同 じ年齢 だ。欲望を 抑 え られた 男の回帰 は,「私」 の全
身全 霊が涙なが らに堪 えよ うとす る とき,欲 望の鳥 モチの上に別 の 自己を創
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りだす。他性 の発動原理一 ここでは,筋 立て と物語,相 似変換 の際 の抜本
的 な反 相似,ど ん な身元割出 しもチグバ グで,寸 足 らず で,異 なった ものに
な るよ うにす る差違一 を創 りだす。 ロ ドルフとは,ギ ュス ター ヴの好計 の
代理人,彼 の羨望 の客。 レオ ンか らレオ ンへの,第1部 か ら第3部 へ の仲介
者であ り,運 命 の先 導者 なのだ。だか ら,エ ンマの 自殺 の うちで書 き手 の 自
殺を請負 ってい るのだ と,ロ ドル フは思 ってい る。 この隠 された内在全体,
メ トニ ミコ
この慢性的な フェテ ィシズム,こ の幻影 の換喩,こ れ らの開陳に よって,外
在,現 実の平衡 レア リスム として,反 プラ トン主義 の薬局 の中のオ メーの
カ ウ ンターの中 で,作 品が構築 されてい く。
見るか らに不可 能 な手術が成功す るためには,眩 量 が活版 印刷 に結晶 し,
馬鹿が認 め られ,レ ジォ ン ・ドヌール勲章 を受け,そ の後 めでた く生涯を全
うで きるためには,噺天秤 の台座 の上 で竿 の振れ がお さ ま らな け れば な らな
い。 フ ランソワーズ ・ガイヤール8)がアルキ メデス ・コンプ レックス と名付
ユ リ ぽ カ
けた ものの支 点,そ こですべ ての く我,発 見せ り〉 が 自足す る。私は,そ れ
を ここでは暗号文 と呼ぼ う。あ るいは,テ クス トの解読作業 が初見読 譜の作
業 を経 る と言 い換 えて もよい。 もちろん,無 謀が伴 なわ ないわけでは ない。
とい うの も,小 説は次 ぎの ように警告 してい るか らだ。〈新郎新婦 の花文字 〉
が,〈平 らな表面〉 に 《色砂糖粉 の唐草模様 で〉描かれ てい るのは,《テー ブ
ルのち ょっ とした振動 に も揺れ動 く黄 色 い ク リームの 大 皿の中 に〉 あ るか
らだ と9)。回転 テーブルの使用を考 えなけれぽ,は なはだ矛盾 を生 じる。しか
し,結 局 の ところ,見 るか らに並外 れた,い ささか も皮肉 でな く叙事詩 の よ
うな,こ の結婚式 に,な ぜ43人しかや って来 なか ったのか,私 は納得で きな
い。 それに,エ ンマの病 気の間,シ ャルルがなぜ きっち り43日妻 のそばを離
れなか ったのか も。いか な る医者 も医学 史家 もこの奇妙な病 気に この奇妙 な
期 間が正 当なのか,私 を得心 させて くれ ない。 それに また,ル オー爺 さん と
彼 の足 の骨折にあて られた,週 の概数 に さえな ら な い 病床 の46日につ いて
も10)。昔,母 親が子供 を産む ために病院 へ行 くのは,足 を折 るか らだ と,時
パラデイグム
に子供に説明 した ものだ った。 これ は多分,不 妊手術 の 範 列 の反対軸へ の
投影だ ろ う。 す る と,こ こには父親へ の再投影があ るのか も しれ ない と,考
えなけれぽな るまいか。 そ して,男 ヤモ メの この骨 折 に連動す る話が,エ ン
マの誕生 ではな く,エ ンマの死,死 の設定場 面だ と考 えな くて は な ら な い
か。芸 術は この よ うな迷信的 な伏 線に身 を潜 めて,自 嘲 す る。 が,た とえフ
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ロベールが 自らと我 々を嘲笑 してい るとして も,私 が フ ロベールを嘲笑す る
には,私 の賭け た ものはあ ま りに も大 きい。私 は 自分 の知 らない どこか急所
を傷 つけ や しないか と,す で に び くび くしてい る11)。丁度,鷺 足手術 の際
に,ア キ レス腱 を切断す るだけでは充分で ない ことを,〈頭を研 ぎ澄 ませて〉
理解 す るシ ャルルが そ う描かれてい るよ うに。あ るいはむ しろ,私 は く何 か
ヘマをす るのを恐 れ る よ うに〉,ち ょっ と立 ち止 まる。 テ クス トにある よ う
に,事 務所 の く横 材 の机〉 で,帳 簿 の1冊 を 開 い て,<指 で ペ ・ー一ージを 遡 り
なが ら》一 今後,こ れ以上 ページを繰 る必 要 が な い とい うこ と一 般 の
報 い て余 りあ る好 意 とは 裏 腹 な 計 算 を す る ときの,あ のル ウルーの よ う
に。
<「ええっ と,こ うっ と。8月3日,200フ ラ ン…6月17日 置150…3月
23日,46…4月 に…。」
彼は何か ヘマをす るのを恐れ る よ うに,そ こで止めた。>12)
この場面 の現在 がおそ らく1845年8月なので,こ の数字 の遡行 で,8月 か
ら6月,さ らに3月 へ と移 行す るのは,至 極 当然 で あ る。 ところで,<8月
プレデテルミナン
3日…6月17日に…3月23日》 と,限 定先行辞 は零度 に向か って展開す る。
しか も,6月17日には,「に」 とい う付与 の慣 用形 式を用 いて移行 している。
6月17日,この 目付については黙 す るのみ。何故 な ら,こ の 日付が,ル ウル
ーの帳簿 にあ る3月23日の 日付に も,1815年の歴史 に於け るワ…一テル ローの
日付に も先行す る ことを,い まさ ら確認 した くもないか らだ13)。それに,公
差50の減少等差数列で 「200フラ ン」 と 「150」の間で開始す る ものを さらに
続 けて,興 じるつ も りはない。何故 な ら,「150」が も うすでに フラ ンの単位
文字を失 って しまってい るのだか ら,次 ぎに 来 るべ きF100」の数字,端 数
のない きれ いな数字 が,、日を表 している とい うこ とがあ りえ な い か ど うか
と,私 は尋ね られそ うだか ら。数列 があった ところで,日 も公差 もない。 こ
のテ クス トの盲点 がエ ンマの死に固定 され ていて,ヨ ンヴィル の町中の担保
が積 み込 まれた金庫 の傍 らに予言的 に記録 され た 自分 の死 の 日付を,彼 女 は
それ と気 づかず に読 むのだ。先 ほ ど開かれ た帳簿 は,今 やす っか り埋 め尽 く
されてい る。新 たな交 渉一 例 えば地所 の交渉一 が開始 され ては,悲 劇 の
マシー ンを狂わせ る危険 とも,失 策 ともなろ う。 あの数字 の遡 字で,3月 か
ら 「四旬節 に」でな く,「4月 に」 また 戻 って い くのが組立て の誤 りであ る
よ うに。4月aprilisは開け来 る月 とヴィク トル ・=ゴ ーはい う。 翌年 の4
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月には,エ ンマは地 下に眠 り,ル ウルーは友人 の ヴ ァンサ ールを唆 して,シ
ャルルを破産に追 い込む ことになろ う。エ ンマを迎 えた1845年8月のあ の会
見で,.ルウル ーは牛の前に黎を置 くヘ マをかわ した後 で,シ ャルル の借 金へ
と転 じた具合 に。
か くして,私 的幻想のテ クス トに載 って運 ばれた フ ェテ ィシズムがす っか
り整地 され た畝 に一 ページに一 そ っ くり組織 され るこ とにな る。 そ こで
は,隠 語 が示す ように,そ して また,第2部1章 で,収 税吏 ビネが兜 の習慣
で凹 んだ額か ら例 の庇帽子 を脱 ぐとき,3台 の水 車 と3人 の粉屋 の存在 が多
分 そ うす る ように,金 の話をす るために小麦(=銭)の詩が綴 られ ることにな
ホ モ のジ 　
ろ う14)。どん なひめやかな反復 も,ど んなひそやか な存 在 も,無 限 の相 同性
と細微な母音接続 で,作 者 の偏執的 な存在,皮 肉,支 配,術 策,匿不幸一 日 く
言 いがたい,理 解 しがたい知性一 を間断 な く反響 させ る。疑似 自然 発生的
な漂 いの平 らな表面15)。日付は花文字で,い つ まで も議 論 し尽 くせないだ ろ
うし○それにいずれにせ よ,黄金数 につい て も,創作欲 につ いて も,罰せ られ
ない悪徳 につ いて も・研究 と教 育の妥当性16)について も,あ れ これ思案 す る
必要 のなか った,私 たちよ りは恵 まれ た人物 の記録簿 に,日 付 は書 き留 め ら
れたのだか ら,か の二人の妹 たち よ,い ささか時代遅れ の批評を借 りて,そ
のすべては建 築学 と心安すけ きシ ンメ トリーに帰着す る と,要 約 して述べ て
お こ う。 この ロマネス クのテ クス トは,総 体 との関連で,描 写 と叙 述,レ オ
ン1と レオ ン皿,ト ス トとヨ ンヴィル,ル ーア ンとパ リ,庇 帽子 とあ らゆ る
部品 で組み立て られ たあ らゆ る部品一 そ こには,現 実の厳 密な表 現が提示
されす ぎて,芸 術が 自 らを否定す るかにみ える一 の関連 において,微 妙で
あ ると同時に読み幅の広 い,巧 妙 な計算 の うちに配置 されてい ると思 われ る
ように,年 表が,結 局 はひ とつの年 表が,詞 華集的 なデ ィス クール と作品 に
関す るデ ィス クールと の繋 ぎとな るべ き奇跡的 な平衡 の うちに構成 され てい
る。 話の筋が父親 の骨折か ら開始 す る とすれ ば,冒 頭 のNOUS(=私 た ち)
か らその話 の筋 の開始 までが,約8年 。 シャル ル と彼 の母 の死,ル オーの中
風(46日間ではな く,終 生)か ら,小 説 の最後 の1行,小 説が1856年に発表
され た不確定 な現在時で,オ メーが最 近 もらった とい うあの勲章 までが,や
は り8年 。その両者 の間に,1838年一1847年の10年間の物語。 そのほぼ中間
に1843年,ベル トが15歳の頃には ど うな ってい るだ ろ うか とシャルルが思 い
を巡 らす年 。こ の子は1841年の 生 ま れ だ か ら,1856年には15歳にな るだろ
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う。 この年 は,彼 女の伯母 が く暮 らしを立 て るために,ベ ル トを綿糸工場 へ
働 きに出す〉 巻末数行の現在 時。42年は農事共進 会の,44年は 「リュシ 一ー…
ド・ラメルモー ル」 の観 覧,等 々。そ して特 に,1843年9月4日月曜 日,駆
落未遂 とロ ドル フの逃走。
次か ら次へ,季 節か ら季節へ と,時 間の割 出 しを可 能 とす るのが,こ の中
心 とな る 日付で,作 品中で唯一 の明示であ る。年 その ものは小説 中に記 され
てはいないが,も し 〈9月12日月曜 日〉 の指定が フmベ ールに固持 され てい
た とすれぽ,こ の年 は1843年ではな く,、1842年とな るだ ろ う17)。とい うのは,
仔細に検 討す る と,こ こで 「7月王政」が問題 に され てい るのが よく分か る
のだが,し か し,年 表の時間取 りの後退は,こ のかな り短 い時代 を老化 の不
確定期に変 えて しま うか らだ。 シャルルが年を取 り,太 る ころには,ブ ル シ
。ワ三E政の政権 はその年数 を失 うどころか,も っと短 く読み取 られ る。 この
種 の覆面は,単 に歴史や事件 の時間 の割出 しの偽装か ら生 じるばか りでは な
く,その よ うに創 られた空虚や倦怠を 占有 す る ものか ら一層生 じて くる。それ
は 自然や四季や花 々であ り,天 候 であ り,労 働 と日々の繰返 しであ る。 いわ
ば,描 写 に よる物語 の氾濫 が全体 を脱歴史化 させ るよ うに,と い うよ りむ し
ろ,歴i史を 自然 の方へ傾斜 させ,こ の時代 の未踏 の調査 を人性 の記録 に変 え
るよ うに,あ らゆ る書 き取 り練習 のために仕上 げ,引 き渡 され,使 用 で きる
対 象の完成 を 目指 して,小 説 に塗 りた くった 自然主義 の ジャムその ものであ
る。 この遡 行に於 いて,幻 想 のべタ付 きがその暗号文 の暗 号文 であ り,ブ ル
ジ ョワジーの治世 のイデオ ロギ ー的真理,す なわち,ブ ル ジ ョワ支配 が当然
であ るこ とを,こ うして語 る。 こ うした主 張は情 熱論 や心理学 の擬餌 を提示
しなが らでなけれぽ,と て もで きない。 そ こで,書 物 は,隷 属 と愚かな消費
に飢 えた大衆 め要求 に過剰に応 じは じめ る。1869年の版 では,植 字工 はいい
加減にや っておけ ば よか った。花盛 りの ピースの 「すみれ色の野 面」 が 「す
みれ の野面」 とな り,秋 の恋愛 が慎 ましやか な春 の気配 を 帯 び,平 凡 な姦
通,テ クノロジ ックな性交が,〈青みがか った透 明〉 の幻想 の中に没す る18)。
その結果,イ デオ ロギーの真実 と,そ こに堕 落が張 りついた手法 の真実が,
一種 の歴史 の真実 とな る。小説 の冒頭が1830年を,終 末が1848年を注意深 く
隠蔽 してい ることに,す で に気付 いたはずだ。事物 の本然を受容す る レア リ
スムに於 いて,こ れ らの革命 が存在 しなか ったかの よ うに,事 件 も日付 も実




を小説性に付与す る。 運命論 に関す る,あ の民衆 の阿片一 ブール ニジ ャン
か らオメーへ,ま た その逆へ,ロ ヨデ9)からヴォルテールヘ ラシー ヌか ら
ユ ゴーへ と,あ らゆ る交換 に巧みな階級 の世俗主義,反 教権主義 が,宗 教 に
ま して一層そ うであ る一 に関する偽善的 な作業。 この レア リスムの作業 は
レア リスムの無 垢に抗す る作業 で,意 味の禁止 の 生 産 な の だ。家族性 の退
行,あ り うべか らざる小説か ら出発 して,完 壁 な小説の 中 に,あ の 「無」,
あの 「信 じられない も同然 の もの」を見届け る必要 があ る。 それを違反 の違
反 と呼ぶにはあ ま りに も簡便 でジ空疎に も忠実す ぎるだろう。
しか しなが ら,脱 神聖化 の脱 神聖化が いったい何 であ ったのか 見てみ るた
めに,や や核心 的ではあるが墳 末t£一"例を 引 こ う。1843年9月4日の 日付
は,セ ーヌ下流,ヴ ィルキエで溺 死 した レオポルデ ィーヌ ・ユ ゴーの命 日に
当た る。 フ ロベ ールが もっ とも足繁 くユ ゴー家に出入 りしていた時期,新 聞
雑誌は こぞ って この事件 を書 きたてた。 そ して,『静観詩集』 の 第4巻 で,
非時 の1ペ ージ,点 々の1ペ ー ジに よって,故 人 の 「回想」 のふたつのパ ー
ト,「過 ぎし日」 と 「今 日」 を隔 てる の も20),この 日付だ。朗読練習 とバ カ
ロレアの フラ ンス語作文 を一切転換 させ る ことを期待 しなが ら,1856年3月
に,.家族の崇拝 と文学 的郎党 か ら大勢 の読者へ と移行 す るのが,や は りこの
日だ。1843年の 『城主』 の失墜 か ら,ロ マ ン主義は 自らが今や文学史 で,自
らの死を糧 として生 きるこ とに気づいて よ り,ロ マ ン主義 の文学史 の常識問
題21)。レオ ポル ディー ヌが死んだ こととエ ンマが棄て られ た こ との間 に,な
にか怪 しげ な 一致 を,『ボ ヴ ァリー夫人』 の中に 読 ませてお くこと,ル イー
ズ ・コレを含 めたユ ゴー一派 をその侮辱 に憤慨 させ かね ない こと22),それは
もはや妹 との近 親相姦 を身振 りす ることで はな く,「父」,フ ロベールに とっ
ては ロマ ン主義的エ ク リチュールの異論 ない巨匠,世 紀の大物 その もの と近
親相姦を敢行す るこ となのだ。即禁止 の違反。 この脱神聖化 の深淵 に溜 まっ
た聖 なるものの残津を除去す る試 み として,『ボ ヴァリー夫人』 の真 に写実
主義的 な,つ ま り歴史的な作業全体 が組織 され る。
残津を除去す るため には,と い うよ りは,一 種 の模倣でそれを うま くかわ
すため には,他 所 に,大 した意味 もな く気 づかれ もしない ものを,近 似 と的
確 さを保証 して くれ るどこか他 の場所 に,引 っ掛け てお くだけで充分 だ。 オ
リジナル とは別 の箇所 に,始 ま りの反復的 な再押収 に よって。我 らの小説 が
レ フ エ ヲ ソ
1830年頃の歴 史的指 向対象 の中で始 まるとすれ ぽ,物 語の筋 は父親 の骨折,
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公現祭 の 日に始動す る。 ところで,物 語 の 筋 が や は り1月6日 に始 まる小
説 があ る。『パ リの ノー トル ・ダム』 だ。 ロマ ン主義 の名作,「歴史」 の歴史
的小説,「 運命」 に 抗 す る運命 の小説,ア ナ ンケの小 説23)。そ して,公 現
イ 百工　
祭 と狂 民 祭 を 混 同 さ せ る ま で に皮 肉 を湧 きた たせ た24)と=Z.ゴーの い う年,
1482年に始 ま る小説 。 ア ナ グ ラム とヘ ジ テ ー シ ョ ン ワル ツの愛 好 家 た ち に25)
『ノー トル ・ダム』Notre-Dameが1483年に始 ま った か も しれ ない こ とが,
そ して,「 … 夫 人 」 …Madameが1842年 の杏 の籠26)を前 に 独 りぽ っち に な
った か も しれ な い こ とが,語 られ るだ ろ う。 あ るい は また,バ ダ ンゲの治 世
にほMaと な るあ の1830年のNotreに つ い て27),あの ノル マ ンデ ィーの 町
り・"-Ry,さ らに は,エ ンマ の 涙 とギ ュス ター ヴの 遊 戯 の 間 で,首 都 の魅
惑 と普 遍 的 な牛 舎 の 間 で,ラ プ レー の途 轍 無 さで も って パ ラ グ ラ ム とな るあ
の子 牛 の胸 腺 肉risdeveauに つ い て,数 字 を 滑 らせ,あ れ これ思 案 す る
ヂ イ ア ポ ロ
空 中独 楽の愛好 家たちに も,乳 鉢 やサ ソ ・ピエール ・オ ・ブッフ28)で何 がで
きるか,彼 らに密かに知 らされ るこ とだ ろ う。 言葉 遊びか ら,真 面 目な話 に
たち もどって,一 纏 め の研究に価 す るか もしれ ない所 見を,急 いで,思 いつ
くままに記 してお こ う。 エ ンマの グ レーハ ウ ンド犬はエ スメラル ダの山
羊 の名前,ジ ャ リが付け られ ている。 このジプシー娘が,公 証 人の家にあ る
本の巻 末に,ス トゥーベ ンの版画 で描 かれ てい る。食事をす る グ リンゴワー
ルの前 で,愛 す る術 もな く,フ ェビュスを想 うエ ジプ ト娘 の倦怠 の ように,
食卓 で シ ャルルを前に したエ ンマの倦怠が,ナ イフの引掻 き傷 によって表現
されてい る29)。「鼠の穴 」の 隠女 の 二重 の身分,街 娼 と殉教者,パ ケ ッ ト・
ラ ・シ ャン トフル リー とサ シ ェッ ト30)に準拠 して,ベ ル トに対す る母性愛 が
語 られて いる。パ リの大聖堂 にはル ーア ンの大聖堂が照応 し,カ ジモ ドの鐘
には,〈黒 い敷石 の 大 きな輪〉 の跡 しか 残 っていないア ンボ ワーズの鐘 が照
応 し,ク ロニ ド ・フ ロー ロの 「熱情」 の角錐形の鐘楼 には,産 業 ブル ジ ョワ
ジーが石造 の傑作 の完成 を 目論 んだ屑鉄 の馬鹿げた建造物 が照応 してい る。
それ に,対 比 と身元割 出 しの妄想,意 味 の提示 に対す る狂気は,盲 人 と 「浮
浪者た ち」,弩足 手術 とエ スメラル ダ の小 さな足を痛めつけ る編上げ靴 まで
も,'対比 させず にはおれ な くす る31)。重要性 は こんな類似や合致や等価 の限
りない割 出 しにあ るのではない。作者 の典拠を増殖す るこ とも,そ れを束 の
間に逸脱 させ るこ とも,そ れを心理学 的に解釈す る ことも(エ ンマはおそ ら
くこの小 説を読 んで,そ して,彼 女 の記憶 は,レ ッテル製造者 がやがて ボヴ
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ア リス ム と呼ぶ よ うにな るものを案出す るまでに,作 品を 自 らの内に定 着 さ
アンテルテクスチユアリテ
せ て し ま った のだ),間 テ クス ト性の理論 の錬成 にそれを利用 す るこ とも,
常 にで きる。 『パ リの ノー トル ・ダム』 の明示的 な イデオ ロギーが,章 とテ
ーゼに くこれが それを殺 すだ ろ う》を 内包 してい る ことを喚起す るに止 め よ
う(なぜ な ら,ユ ゴーの作 品で もフ ロベ ールの作 品で も,ブ ルジ ョワは いつ
も境 界石のす ぐそぽにい るか ら)。「これ」は印刷 された書物,出 版,新 聞雑
誌で,「それ」 は石造 りの魔術書,建 築,象 徴的意味。《これ〉は トンネルの
出 口の光 り,1789年に向か う(そ して,新 聞連載小説 の誕生 と 『世紀』 の広
告 の 日付,す なわ ち1836年に向か う。全 国各地 の く街道》 を経 る文化 の民主
ぷ ベ リ ズ ふ
化,芸 術 の商業へ のサイバ ネテ ィックスな隷属化,開 発強化 に恒久的貧困 の
撲滅)。〈それ〉 の殺害,そ れは 原 典 解 釈 そ の ものの撲滅,錬 金術師 クロー
ド・フ ロ一 口の破滅,書 かれ た意味 の領土拡張政策 の制定,大 聖堂 の石工た
ちの苛 酷で辛 い厳格 に抗 す る合理 性の制定。 それゆえに,我 らの娘 は唖者 な
のだ。 ルーア ンの大聖堂 の 「守備」 は,ル ネサ ンスの墓,妻 を寝取 られ た男
ブ レゼ,王 宮 の尻軽女,デ ィアー ヌ ・ボアチエな どを案 内 して,大 聖堂 につ
いて書かれ た書物 の山で,現 代 の主権 の辟 易を圧倒す る。逃げ出 そ う32)。
そ こで,逃 避 の中に,出 費 の真実を フ ァ ンタステ ィクに語 って くれ る無償
のエ ク リチ ュールの料理 の中に,逃 れ るこ とにな る。 先ほ どル ウル ーの帳簿
に記録 されていた ものが,神 話 の鋳 造,つ ま りは下落 を 自 ら に 綴 る。 そ し
て,こ こには,解 体 のかな り見事 な一例 が見 られ る。 なぜ な ら,『ノー トル ・
ダム』 の明示的 なイデオ ロギ ー が例の くこれは それを 殺すだ ろ う〉 とすれ
ば,そ の ロマネス クな神話 は,ド ン ・ジュア ンとフ ァース ト,フ ェビュス と
ジソテ 　ゼ
フロ一 口の皮肉 なあ りえない総合 となるか らだ。 スガナ レルは明 らかに この
生賛 の子羊だ。彼はユ ゴーの作品で は グラ ンゴワール と呼ばれ,フ ロベ ール
の作品ではオ メー と呼ばれ る。ここで再び,ロ ジェ ・ビス ミュが先達 に立つ。
薬剤師 の学 術的なデ ィス クールは誘惑 の便宜 と合体 して,こ の モ リエール風
の喜劇全体 が,ユ ゴー 自身 く皮肉 と椰 楡の小説 〉 と呼んでいた ところの もの
を通過 した後,農 事 共進会 の言辞的遊蕩 へ と奔 出す る。 カ トリー ヌ ・ルルー
は,1789年のまさに前 日,少 な くとも半世紀 にわ た り隷属状態 に入 るが,そ
こでは ま さしくモ リエ ールの乞食 の立場 にあ る。<銀の メダルだ。25フラ ン。
あなた にあげ るのだ。〉 しか し,悲 惨は 隷 属へ の誘惑を本能的に反 らせ る。
<ミサを あげ て もら うために,こ れを 私た ちか らとい うこ とに して司祭 さま
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に差 しあげ ま しょう。〉 オ メーが叫ぶ よ うに,〈狂信 〉の 自己喪失 は読 まれ た
デ ィス クールや公式の レ トリックや価格 表の 自己喪 失を決定 不可能 な ものに
解体す る。語 呂合せが豚類 の等意 性の中で屹立 し,欲 望の ロマネ ス クな小説
の悲惨を包 んだ着物 を隠す。 〈青い大 きな エプ ロ ン〉 と く赤い上着》 を まと
い,〈縁 な しのベギ ン帽〉 の広大無辺 をかぶ って,カ トリー ヌ ・ルル ーは三
色 の嘘 をつけぽつ くほ どその嘘 か ら逃れ,ま た金 で勲章 と名誉を得れば得 る
ほ ど金の合理性 か ら逃れ る。彼女は,そ の両手 の よ うに,い か なる ヒューマ
ニズムのデ ィス クール において も,人 間愛が どの ような ものかを 自ら証言す
るための,こ のテ クス トの織物 のほ ころびなのだ。.
じ・かな る碑文 も,ど のみち墓碑銘 なのだ。送 られて きて も決 して文通 され
るこ とのない手紙 の中で,ク レオパ トラの籠 の中の蛇 の よ う に∀ 死が渦巻
く。 そ して,ヴ ォビエサ ールの歴代城主 の名前 が,肖 像画 の金箔 の額 の下 方
に,黒 い文字 で書かれ て い る が,オ メーに とっては,彼 の家 の上か ら下 ま
で,店 の間 口い っぱいに,薬 学 とい うよ りむ しろ立派な衰相 の料理 の碑文を
集 め るだけ では,充 分で ない。 たぶん金文字 の深 みが幸運 を 呼 ぶ の だ ろ う
プア ソタス ロワゴ リ　
が,し か し,倉 庫 の品物の単な るラベル貼 りと店 のベ ンガル花火 の 夢 幻
との間では起 こ りよ うのない こ とのエ リジ ョンの中で,す べてが起 こるのだ
か ら,彼 は調剤室では なに も得 られない ので,調 剤室 の文字が書かれ るよ う
に我 々の置 かれ た無知が,〈金文字 のオ メー〉 の名 前を 繰返 して,あ の く黒
地。 も うそれ 以外に は ヨンヴ ィルに見 るべ き ものは何 もない>33)'典型的
な幻想の墓地 を除け ばだが の必然性をつ いに生 み出す。
この墓地 こそが,ま さしく19世紀全体に とって,そ の生成 のプ ロセスで,
歴史の腐植土,根 本的 な判読不能 となってい るのだ。一切がすでに見尽 くさ
エ ク リチ ユ　ル
れた とき,こ の判読不能が 表 記 を狂躁 させ,史 的欲求へ道を拓 き,ケ ンカ
ンポ ワの舗道 で,破 綻 の力域で,信 仰 と聖務 日課書 の彫像 を砕い て しま う。
トス トの庭 の坊主 の石膏像 とオメーの庭 の く栄光 の星〉 の間 に,公 証人の庭
ガソデイ　 ド
に く口に 指 を 当て た キ ュー ピ ッ ド像 》 を 据 えた のが,無 邪 気 な34)ヴォル テー
ル の よ うな作 家 で は な い のだ(注)。








1)『ボ ヴァ リー夫人』2部1章 か らの引用。'新たな物語舞台 とな る ヨンヴィルの教
会 の描写であ る。 セバ シ ェは フロベ・]ルが夫扮 した妹 のカ ロリー ヌに抱 いた潜在
的な 「近親相姦」を作品に書 き込め た ところに,『 ボヴ ァリー夫人』 の時間構成
の錯綜 の発端を読んでいる。 この意味 で,『 ボ ヴァ リー夫人』 は 「敬虎 で背徳的
な」あ りうべ か ら ざ る 家族史 の 「複製」 とな る。 古語ministreの言葉は,意
思 ・計画な どの 「遂行者」。 キ リス ト教の用語 では 「神の僕」 「聖職者」。 筆者は
ministredel!ent6rieurに「内な るものの伝達 者」 の意味を込め たのか もしれ
ない。
2)こ の発表論文は,1972年か ら翌73年に亘 り,カ ー ン大学教授 ジ ャック ・セバ シ
ェを中心に開かれた シ ンポ ジウムが発端になってい る。 ロジ ェ ・ビス ミュあ論文
Secrunechronologiede、Mα4α%Bovar夕については,LesAmisdeFlaubert
No.42,mai1973,p.4-9を参照。
付記:事 務局は,ルーア ンの郊外 クロワッセにあ るフロベール記念館(Pavillon
deCroisset,76Z30Dieppedalle--Croisset)。年に2回 小冊子 を 発行 し
てい る。
3)garnisは「家具付 きの貸家,貸 部屋」。poicede'garnisはその居住者の風紀
や治安を取締 まる警察当局。〈貸部屋 の家主 は,貸 間人 の身元を帳簿 に記載 して,
常に当局 の検閲に応 じられ る ように義務づけ られ ていた。〉(GrandLarousse)
4)LaetietErrabunndi。』ラテ ン語を題 に した ヴ ェル レー ヌの詩。(詩 集Paral・





ちなみに,ボ ー ドレールの 『悪の華』に 「悲 し1くて放浪性 の」』Moestaeterra・
bundaと題す る詩篇があ るのは周知の通 り。
5)<私 たちが 自習室 に い る と,校 長が平服を着た'「新入生」 と大 きな机を担いだ
小使 をつれて 入 って きた。〉 有名 な 『ボヴ ァリー夫人』 の書 き出 しである。 フ 戸
ベールは1821年12月12Hの生 まれ な の で,1828-3e年には 「2年生」(フ ランス
の学制でい うと「5年生」)に達す る年齢 でない。兄のア シルは1813年2月9日の
生 まれ。
6)エ ンマの兄は名前 も与 え られず,回 想の人物 として作 品中で2度 語 られ るのみ
である。
くそ して,ル オーは 自分の結婚式の こと,昔 の若か った頃の こと,妻 の最初 の
妊娠の ことなどを思 い浮かべた。 ……それ もみな遠 い昔のこ とだ。息子が生 き
て いた ら,も う30歳になってい よ う。〉(1部4章)




物 語の舞台で何 の役割を果たす ことな く,父 親のルオーの胸 の中に しか登場 し
ない この兄 の存在 は,確 かに謎である。
7)「7月 」は7月 革命の こと。「ゴールの牡鶏」は フランスの象徴。 この1830年の
革命 に より,15年間続いた王政復古は幕を閉 じ,tル レア ン公 ルイ ・フィリップ
が フランス人の王 として即位する。ただ ちに旧憲章 の改正が行われ,勅 令権の放
棄,出 版物検閲制度 の廃止,選 挙資格 の引下げ等々の 自由主義的な施策が打ち出
され る。暴力に代 って知性が,偏 見に代 って真理が フランスの国体を支 え,ブ ル
ジ ョワの新時代 の到来を予感 させ た。
〈役場 は…,一一階にはイナニア式の 円柱が3本 あ り,二 階には洪架の回廊が
あ って,そ の端 の三角小間には,片 足 は憲章 の上 に,も う片足 は正義の秤を掴
んで,ゴ ールの牡鶏が,一 面に彫刻されている。〉(2部1章)
8)冒 頭の 「ロマ ン主義研究会」の シンポジウムに出席 した メンバーの一方一人。 この
発表論文 の後の討議に も参加 している。
9)こ のあた りの論述 には,シ ャルル とエ ンマの結婚披露宴の描写が下敷 きになっ
～ている。
〈テーブルの ち ょっと した振動にも揺れ動 く黄 色のク リームの大 皿には,新
郎新婦 の花文字 が,平 らな表面の上に,色 砂糖粉 の唐草模様で描かれていた。〉
(1部4章)
10)問題の 「43」と 「46」の場面を以下に引用。
《そ こで,い よい よ結婚式が行われる こ とにな った。43人の客がや ってきて
16時間食卓 にへば りついていた。そ の翌 日も,い くらかはその数 日後 まで もま
だ続いた。〉(1部3章)
<43日間,シ ャルルは彼女 のそばを離 れ なか った。患者はみんな放 つぼ らか
しに しておいた。〉(2部13章)
<怪我 は教本通 りに よ くな った。43日後 にルオー爺さんが 「藁家 の自宅」で
ひ とり歩 きの練習を している姿が見 られ るよ うになる と,ボ ヴ ァリー先 生は大
した腕だ とみんな思 うようになった。〉(1部2章)
11)シ ャ!vルが 自信 も確信 もない鷺足手術を試み る場面。
くところで,こ れは馬蹄足 なのだか ら,ア キ レス腱を切断 して,内 翻足を片
付け るために少 し日がたってか ら脛骨筋 の手術にかかれば よいわけ である。 と
・い うの も,シ ャルルは両方の手術を一度にや る勇気がなか った。それに どこか
自分 の知 らない急所を傷つけや しないか と,す でにび くび くしていた。》(2部
11章)
12)本文 の引用部分 の前 は,次 の ように描 かれている。
<…彼 はボヴ ァリー夫人 の先に立 って,二 階へ上 り,狭 い一室 に迎え入れた。
そ こには大 きな横材 の事務机の上に数冊の帳簿がのせてあ り,… 壁際に,金 庫
が見えた。その大 きさか らす ると,証 書や現金のほかに も何か入 っていそ うで
ある。 実際,ル ウルーは質屋 もやっていた。 ボヴァ リー夫人 の金 の鎖 も,あ の
哀れなテ リエ爺さんの耳輪 も,皆 この金庫 に しまい こんであ る。》(3部6章)
13)ワ ーテル ローの戦いは,1815年6月18日。念 の ために,「3月23目」は妹 のカ




<ワーテル ローの 日付ですね,私 は まった く ただ の否定 の言葉 でそれを引用
しました。6月17日については語 るべ き何 もない と,言 いま した。 と申 します
のは,こ れが ワーテル ローの前 日だ と,わ ざわ ざ喚起 しよ うとは思わ なか った
か らです。 『ボ ヴァリー夫人』全篇に無 数にある ナポ レオ ンの暗示がすべて指
摘 できる可能性を,見 議 ある皆 さんに委ねたのです。》
14)騎兵あが りの収税吏 ビネと'「水車」 「粉屋」については,下 記の原文を参照。
いずれ も2部1章 。
<垂れの紐を頭の天辺 で結 んだ 革 の帽子 か ら,折 りあげた庇の下 に,禿 げあ
がった額が のぞいて,兜 をかぶ っていた習慣 の跡がついていた。〉
《「そ う,想 像力もなけれぽ,才 気 もない。 社交人 の素 質が まるでない。」 と
薬剤師は言 った。 「でも。お金 は あ る そ うです よ。」おかみが横槍を入れた。
「金だ って 〕 オメーいい返 した。「あいつが1金 ね?あ の商売な らそ うか もし
れんな。」 と,前 より静かな口調でいい添 えた。〉
<ヨンヴィル ・ラベイは ル ー アンか ら8里,… リュウル川 の うるおす盆地 の
底にある。 リュウルは河 口近 くで,3台 の水車を廻 し,ア ル テル川にそそ ぐ小
さな川である。〉
〈ビネは小部屋 の方へ歩いていった。 が,ま ず3人 の粉屋を 追い出 さなけれ
ばな らない。テーブルの支度ができる間,ず っ とス トーブのぞぽのいつ もの場
所 で黙 りこくっていた。それか ら,小 部屋 の扉を閉めて,い つ もの ように帽子
を脱 いだ。>
15)注9を 参照。
16)注1で も触れた ように,こ の発表論は,高 等師範学校 で開催 された研究会が発
端になっている。そ もそ も の目的 は,『 ボヴ ァリー夫人 』が1973年度の一級教員
資格試験 の科 目対象 とされたために,受 験 者に扱 い易 く,充 実 した,新 しい参考
資料を提供す る ことにあった。'
17)ル ーア ン市立図書館所蔵の草稿(整 理番号:Ms.g.2234[fo162])では,テ
クス トの 「9月4日 月曜 日」が 「9月12日月曜 日」に な っ ている。(Madame
BObar夕,tibauchθsetfra8mentsingditsII.p.146,GabrilleLELEU,Louis
Conard,1936)
この点につ いて,レ オン・ポ ップが,テ クス トの 「9月4日 」が 「月曜 日」にな
るのは1943年であることを確かめてい る。(CommentairesurMada?iteBovary,
p.306,L60nBOOP,Baconni邑res・Boudry,1951)
それに,ポ ミエ とルルは,フ ロベールが この場面を書 いていた年,1854年も9
月4目 が月曜 日に当た ることを指摘 している。 〈MadameBovary,Nosevllever'
sion,p29,J.POMMIERetG.LELEU)
'
18)問題に され ているのは,10月の初め,エ ンマ とロ ドル フが馬の遠乗 りに出かけ
る描写で;'セバ シェの言葉を借 りれば,ロ ドルフの両腕 の中でエ ンマの自殺が請
負われた場面である。
蛇足 なが ら,前 掲 注17)の草稿(整 理番号:Ms.g2233[fos253Vo248])
に よれば,フ ロベールはcouleurviolette(すみれ色)と な る べ き ところを,
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couleurviolente(強烈な色)と 綴 っている。「テ クノロジックな性交」 となった
罪 は,植 字工 だけに負わせ られない深源があ るのか も しれない。
19)IgnatiusLoyola1491頃一1556。スペ イ ン人,イ エズス会の創立者。聖人。
20)『静観詩集』は,第4章 で,活 字 のない白紙 のページに点 々があ るだけで,「過
ぎし日」 と 「今 日」を区切 っている。
21)ロ マ ン主義がユ ゴーの 『エルナニ』(1830年)の喝采で 隆盛 し,『城主』(1843
年)の 罵声で衰退 してい ったのは,ま さに 「文学史の常識1。
22)後 の討議で,セ バ シェは次の よ うに述べ てい る。
《フロベールが レオポルテ ィー ヌ ・ユ ゴーの死亡 日を知 っていた とい うのは,
非常にあ りうる一 ほぼ確かです。例 えば,ル イーズ ・コレが彼 とユ ゴー一派
の仲介者だ ったわけ ですか ら。>
23)『ノー トル ・ダム』 の 「序」を参照。
〈今を去 る数年前,こ の物 語の著者が ノー トル ・ダムを 訪 れた際 ……,下 記
の ごとき一語が伽藍 め塔 の薄暗 い片隅に,誰 かの手 によって,刻 み込 まれてい
るのを見出だ したのであ る。
`AN'ArKH(宿命)
石に深 く刻 み込 まれ,年 が経 って黒 味を帯びた このギ リシャ語の大文字,そ
の形 といい,筆 法 といい,中 世 の人 の手になることを偲 ばせ るよ うな,な ぜか
ゴテ ィック体に特 有な風貌 とりわけ この文字 の秘めた痛 ま しくも宿命的な意
味が,私 の胸を激 しく揺 すぶ り動か したのであった。…… この書物 の誕生は,
私 とこの文字 との避道を機縁 とす る。>
24)「公現祭」は1月6日 。「狂民祭」 は,中 世 の時代,ク リスマス と公現祭の間に
行われた ミサのパ ロデ ィー。 この 日に限 って,僧 侶 も加わ り乱痴 気騒 ぎが許 され
た。『ノー トル ・ダム』は,こ の公現祭の 日に重なった狂民祭か ら物語が始 まる。
ちなみに,『 ボ ヴァリー夫人』 の開始 は,公 現祭 の お呼ばれの帰 りに遭 ったルオ
ー爺 さんの骨折か ら。
25)ア ナグラムは,あ る単語 や語句 のアル ファベ ッ トを並べ換えて,別 の言葉を作
るこ と。r赤 と黒』 の主人公JulienSore1の名前は,彼 が偶然 目に した 人 名
LouisJenre1のアナグラムで,自 らの運命を知 らずに読み取 る(=作 者のみが知
って書いた)挿 話は有名(1部5章)。
ヘジテーシ ョンワルツは休止 とグライ ド(足を滑 らす ステ ップ)か らなる ワル
ツ。空中独楽は,2本 の棒の先 に糸を結 んで,両 手 の上下 の動 きで糸に乗 った独
楽を移動 させ る遊び。
いずれ の例 も,『 ノー トル ・ダム』 と 『ボ ヴァリー夫人』に共通 して見られ る
単語や語句 に一致や類縁を見出だそ うとす るため に挙げた もの。
26)<翌日,ロ ドル フは起 きると・t杏を一驚摘 んで こさせ た。 手紙を籠 の底 に葡萄
の葉で隠 して入 れ,畑 仕事 をす る下男の ジラールに言いつけて,こ れをす ぐにボ
ヴァリー夫人の ところへ大切 に 持 っていかせ た。〉(2部13章)。こ の手紙が,先
ほ ど問題 になった 「1843年9月4日月曜 日」 の絶縁状。
27)1846年,ナポ レオ ン3世 が,バ ダソゲ ソBadinguetとい う名前 の石工 の着物
を借 りて,ア ムの要塞か ら脱出 した ところか ら,彼 に付け られた渾名。
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MndanteBovaryとNotre・Z)amedeParisの題名が問題に され て,些 か こじ
つけの発見 と思われるが,兎 も角,こ こでは考 えられるか ぎ りの両者の類似性,
す なおち フロ'ベー ルの意識的,無 意 識 的 な模倣が,語 句 の面か ら追究 されてい
る。
28)『ボヴ ァリー夫人』 で,オ メーの薬局 の 「乳鉢」は,ビ ネの 「離轄」 と共に寓意
的な意味が含 まれている。エ ンマの服毒 した砒素が調合 され るのも,オ メーの レ
ジ ヨン ・ドヌール勲章が捻出 されるのも,正 にこの 「乳鉢」 の中である。「サ ン・
ピエー ル ・オ ・ブッフ」は,『 ノー トル ・ダム』の舞台 となる 大聖堂界隈 の通 り
の名前。
29)《しか し,エ ンマ に我慢で きないのは,と りわけ食事の とき,ス トーブが くす
ぶ り,戸 が きしみ,壁 が汗をか き,石 畳 が湿 った一階 の小 さな部屋 です る食事の
ときであ った。生活の苦い味がそっ くり自分の皿に盛 られ て い るよ うな気が し
た。そ して,蒸 し肉の湯気に混 じって,彼 女 の魂 の底か ら うん ざ りす る ような息
吹がたちのぼった。 シャルルの食事は長か った。 エ ンマはハ シバ ミの実をか じっ
た り,肘 をついて手慰み にナイ フの先 で防水のテーブル布に筋をつけた りしてい
た。〉(『ボヴ ァリー夫人 』1部9章)
付記:こ の場面を取 りあげ て,ア ウエルバ ッハはrミ メーシス』 で優れた描写
論を展開 している。
<暫く沈黙が続 いた。 グランゴワールは ナイ フでデー ブルを 切 り傷をつけ始め
た。娘 は微笑を浮かべた まま,う っとりした眼差 しを投げ ている。何か壁 の向 う
側 にあ るものを見詰めている ようにみえ る。〉(「街の哲学者」「風刺詩人」を 自認
す るグランゴワごルは,芝 居 の失敗 の後,パ リの下町を空 きっ腹を抱えてさま よ
い歩 く。 グレーヴ広場で,辻 芸のエ ジプ ト娘(エ スメ ラル)を 見 て心奪われ,泊
る宿 も行 く当てもない ままに,こ の娘のあ とを つける。やがて,ご ろつ きや追剥
ぎや乞食 たちの巣窟 「奇跡御殿」 に迷い込み,あ おや吊 し首に掛け られ ようとす
るところを,エ スメラル ダの機転 で救われる。上記 引用 は 『ノー トル〔ダム ・ド・
パ リ』第3編7話 「結婚式の夜」。 食卓を挾んで,恋 す る仮の花婿 の心 と,近 衛
隊長 フェビュスの面影を追 う娘 の心が対照的 に描かれてい る。)
サ シ ロ ッ ト
30)物 語 の結 末 で 明 らか に な るエ ス メ ラル の母,「 お籠 り婆 さん」 の渾 名 と本 名。
31)い ず れ も 『ノ ー トル ・ダ ム』 と 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 の叙 述 とイ メー ジの類 縁 。
32)《 しか し,人 に 見 られ る心 配が あ った 。レオ ンは意 を 決 して聖 堂 の 中へ 入 った 。〉
か ら くレオ ンは 逃 げだ した。 とい うの も,2時 間 も前 か ら,聖 堂 の 中で 石 の よ う
に じっ と動 け な か った欲情 が … い まや煙 りの よ うに 消 え てい きそ うな気 が したか
らだ った 。》 まで,ガ ルn工 版 で4ペ ー ジに亘 る描写(3部1章)が 下 地 に な って
い る。
33)テ クス トで は,・〈...fondnoir.〉の後;改 行 され て,次 の文 く11n'yaplus
_〉 が 続 く。
<:1.r6PさteencoreunefoisHomoisenlettresd'or,surunfondnoir.
Iln,yaplusensuiterienavoirdansYonville..、.〉.(2部1章)
34)勿 論,「 無 邪気 な」Candideは,ヴ ォルテ ー ル の小説 の題 名 で あ り,ま た そ の
主 人 公 の名 前 で もあ る。
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